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道
路
記
念
碑

　

石
碑
の
表
は
「
道
路
記
念
碑
」
と
あ
り
、
横

に
福
井
県
知
事　

近
藤
駿
介
書
と
添
え
ら
れ
て

い
る
。
碑
は
鹿
谷
町
志
田
の
玉
崎
正
弘
家
の
敷

地
内
に
、
え
ち
鉄
の
発
坂
踏
切
か
ら
鹿
谷
小
学

校
に
向
か
う
道
路
を
右
折
し
、
志
田
区
に
向
か

う
道
路
に
面
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。
裏
面
に

玉
崎
璋
と
あ
り
氏
の
履
歴
と
功
績
が
簡
単
に
記

さ
れ
て
い
る
。

　

碑
は
昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）
に
建
て
ら
れ

た
も
の
だ
が
、
摩
耗
が
激
し
く
判
読
で
き
な
い

部
分
が
か
な
り
あ
る
。
こ
の
碑
は
恐
ら
く
志
田

村
に
向
か
う
道
路
建
設
に
、
璋
が
尽
力
し
た
功

績
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

鹿
谷
町
に
は
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
建
て
ら
れ
た
道
路

記
念
碑
が
杉
俣
区
に
も
あ
る
。
こ
ち
ら
は
「
道

路
改
修
記
念
碑
」
と
あ
り
、
山
内
栄
吉
の
建
設

資
金
寄
附
を
記
念
し
て
昭
和
６
年
に
建
て
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　
『
福
井
県
議
会
史
』
な
ど
を
援
用
し
な
が
ら

玉
崎
璋
の
ひ
と
な
り
を
紹
介
す
る
。
最
初
に
玉

崎
家
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。
当
家
は
志

田
村
の
旧
家
で
代
々
伝
右
衛
門
を
称
し
庄
屋
を

勤
め
た
家
柄
で
あ
る
。
村
内
有
数
の
地
主
で
も

あ
り
現
在
も
残
る
長
屋
門
は
そ
の
名
残
を
伝
え

て
い
る
。
文
書
の
多
く
を
燃
や
し
て
し
ま
っ
た

そ
う
だ
が
、
そ
れ
で
も
18
世
紀
初
め
か
ら
維
新

期
ま
で
の
年
貢
皆
済
状
お
よ
び
免
状
な
ど
２
０

０
点
が
残
る
。

　

璋
は
明
治
20
年
（
１
８
８
７
）
に
伝
右
衛
門

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
絵

が
上
手
で
、
福
井
中
学
校
で
も
そ
の
将
来
が
期

待
さ
れ
る
ほ
ど
の
腕
前
で
あ
っ
た
。
卒
業
後
は

画
家
を
志
し
て
上
京
し
大
日
本
絵
画
講
習
所
に

入
所
し
た
。
次
い
で
木
田
寛か
ん

栗り
つ

に
師
事
し
て
技

を
磨
き
、
後
に
は
近
代
日
本
画
の
先
駆
者
竹
内

栖せ
い

鳳ほ
う

に
つ
い
て
修
業
し
た
。
画
家
と
し
て
は
四

条
派
に
属
し
人
物
画
を
得
意
と
し
た
。
各
種
の

展
覧
会
に
出
品
し
、
帝
国
実
力
審
査
会
に
入
選

し
て
い
る
。

　

明
治
38
年
父
の
隠
居
に
と
も
な
い
家
督
を
相

続
、
絵
を
描
く
か
た
わ
ら
地
方
政
治
家
と
し
て

の
道
を
歩
む
。
大
正
４
年
（
１
９
１
５
）
に
県
会

議
員
に
当
選
し
４
年
の
任
期
を
勤
め
た
。
主
な

活
動
歴
と
し
て
、
鹿
谷
村
の
農
家
で
は
副
業
と

し
て
茣ご

ざ蓙
づ
く
り
を
盛
ん
に
行
い
、
特
産
品
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
工
業
税
と
し
て
「
笠
茣
蓙

製
作
」
は
微
細
な
農
家
の
副
業
で
あ
る
と
し
て

そ
の
軽
減
に
努
力
し
た
。
そ
の
他
、
赤
岩
橋
の

架
設
や
牛
首
道
・
荒
井
道
の
改
修
、
越
前
電
鉄

発
坂
停
留
場
の
停
車
場
へ
の
昇
格
に
尽
力
し
た
。

　

大
正
12
年
と
昭
和
15
年
の
２
度
に
わ
た
り
鹿

谷
村
村
長
を
勤
め
、
村
政
の
刷
新
さ
ら
に
は
郷

里
の
発
展
に
も
貢
献
し
た
。

 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「大人になるって
おもしろい？」

「ありがとう
実験動物たち」

「西洋
珍職業づくし」

～数奇な稼業の物語～

清水　真砂子／著
岩波書店

太田　京子／著
岩崎書店

ミヒャエラ・
フィーザー／著

悠書館
　自分を信じきれず、個性や“らしさ”を
探しながらも、一方ではみんなと同じであ
ろうとする若者たち。そんな十代の心に届
く数々の物語を通して悩むこと、傷つくこと
を怖れず、もっと伸びやかに自由に生きる
ための考え方を紹介します。

　あなたは実験動物を知っていますか？実験
動物とは、ヒトや動物の健康や科学の発展
のための実験に使われる動物たちのことで
す。実験動物たちのお世話をしているひと
が、どんなふうに動物たちに接しているのか、
どんな思いを持っているのかをつづります。

　移動貸しトイレ業、蟻の蛹採り、砂売り
…。今では姿を消してしまった数々の職業
の背後にどんな仕事が、どんな日常が、
そして社会のどんな発展が隠されていた
のか？数奇な運命をたどった西洋珍職業の
秘密を解き明かします。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成27年７月末 前年比

総件数 ２５５件 －３１件

人身事故
（うち高齢者）

１９件
（６）

－８件
（＋１）

死　者
（うち高齢者）

２人
（２）

＋１人
（＋１）

傷　者 １８人 －１４人

物損事故 ２３６件 －２３件

８月の納税

６月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ７月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,771人 3 －10 －7 12 －14 －2 11,762人 －9人
女 12,869人 6 －10 －4 26 －24 2 12,867人 －2人
合　計 24,640人 9 －20 －11 38 －38 0 24,629人 －11人
世帯数 8,064世帯 8,066世帯 2世帯

人口の動き

市県民税▶第２期
納期限▶8月31日㈪　口座振替▶　8月26日㈬

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上
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こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
??

ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
ら

①
避
難
す
る

　

ハ
チ
を
刺
激
し
な
い
よ
う
落
ち

着
い
て
、
ゆ
っ
く
り
で
き
る
だ
け

離
れ
、
可
能
な
ら
屋
内
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。

②
針
を
抜
く

　

毒ど
く
の
う嚢
と
呼
ば
れ
る
毒
液
の
入
っ

た
袋
が
つ
い
て
い
る
場
合
が
あ
る

の
で
、
毛
抜
き
や
ピ
ン
セ
ッ
ト
な

ど
で
針
の
部
分
を
持
ち
引
き
抜
き

ま
し
ょ
う
。

③
毒
を
絞
り
出
す

　

流
水
で
刺
さ
れ
た
部
分
を
洗
い

流
し
、
周
囲
を
つ
ま
ん
で
毒
を
絞

り
出
し
ま
し
ょ
う
。

④
患
部
に
薬
を
塗
り
冷
や
す

　

虫
刺
さ
れ
の
薬
を
塗
り
、
ガ
ー

ゼ
に
巻
い
た
保
冷
剤
を
当
て
る
な

ど
患
部
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
早
急
に
受
診
す
る

　

特
に
呼
吸
困
難
や
意
識
低
下
な

ど
の
シ
ョ
ッ
ク
症
状
が
出
た
場

合
、
生
命
に
か
か
わ
り
ま
す
の
で

大
至
急
、
医
療
機
関
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

毒
ヘ
ビ
に
噛
ま
れ
た
ら

①
毒
の
広
が
り
を
防
ぐ

　

噛
ま
れ
た
部
分
を
心
臓
よ
り
低

く
保
ち
、
傷
口
の
５
〜
６
c
m
上

部
を
タ
オ
ル
な
ど
で
血
管
が
浮
き

出
る
程
度
に
縛
り
ま
し
ょ
う
。
そ

の
後
、
10
分
お
き
に
１
分
程
度
緩

め
ま
す
。

※ 

毒
ヘ
ビ
に
噛
ま
れ
た
部
分
を
冷

や
す
と
組
織
破
壊
が
進
む
た

め
、
絶
対
に
冷
や
さ
な
い
で
く

だ
さ
い

②
早
急
に
受
診
す
る

　

応
急
処
置
の
後
、
安
静
に
し
て

様
子
を
見
る
の
で
は
な
く
、
少
し

で
も
早
く
、
医
療
機
関
で
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

問   

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

ハ
チ
毒
・
ヘ
ビ
毒
編

「
急
病
時
の
対
応
」

「
急
病
時
の
対
応
」

恐竜博物館行事案内

問　県立恐竜博物館　☎88 ｰ 0001
　　http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/

「親子で恐竜模型を
つくろう！」

「ミクロの世界」

９月９日㈬

8月30日㈰
恐竜ふれあい教室

9月13日㈰
博物館自然教室

夏休み期間の時間拡大会館
　8月31日㈪までは、開館時間を拡大し、午前8
時30分～午後6時とします。
※ 詳しくは恐竜博物館のホームページをご覧くだ
さい

休館日のお知らせ

行ってみよう

湯ったり勝山
　7月19日㈰
“湯ったりの
日”に、第１
回マイステー
ジが開催され
ました。今回
は、プアマナ
さんによるフラダンスやてんとうむしさんによ
るオカリナ演奏、ハーモニカ演奏やなつかしの
フォークソングのギター演奏がありました。
　観覧者の皆さんも出場者の方と一緒に踊った
り、歌を歌ったりと楽しく“湯ったり”とした
時間を過ごしました。

【今月のマイステージ】（入場無料）
　と　き▶８月16日㈰　午前10時30分～
　内 　容▶落語　芳野亭笑翁、ミニのど自慢（カ
ラオケタイム）、輪なげ大会、ビンゴゲーム、
イントロクイズ

　※その他にも、いろいろな催しがあります

開館15周年記念特別展

南アジアの恐竜時代南アジアの恐竜時代
タイ・ラオス・中国から
世界・日本初公開の恐竜が福井に集結！！

10月12日（月・祝）まで
休館日▶9月9日㈬・24日㈭

8月16日㈰は「湯ったりの日」

9月出場者
9月出場者募集中募集中

問　湯ったり勝山　☎88 ｰ 3722
　　地域包括支援センター「やすらぎ」

（すこやか内）　☎87 ｰ 0900


